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図 1 L霊K段リングシステム構成
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図 2 第 i階層のL霊リングシステム構成
























M=訂(η..-1)=1 7ni (1 ) 
ただしp すべての ζ対して nZi註1.
平均実効端末数を N(mJ，7n2，・"， 7nk，ん)と表す，





























Tandem comm. pZ¥th 
図 3 スーノfパイザと端末路の通信路
Fig. 3 Communication path between the supervisor 
and a termina1. 
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率 Pは2
K 
P= n Pi (2 ) 
i==l 




















最初に図3~ζ示したように第 t 層の通信路 t が正常





ただし，mi ミ~l， L孟Lα=(1-Ri -D.-)2/(l-D，-). 






















N= n mi(l-Gi) {l-(Dimi)1.} (5) 
ただし，すべての tに対して Di-1>mi孟1，L孟1.








. n 7nn(1-Gll){1-(D1l7nr.)1.} (6) 
出，二一L(L十山-Gi)Di(Di7ni)日
Omi~ 





7niopt=Di-1.(L十1)一1/1. (8 ) 
(8 )式を (5)式に代入すると，
K 
N=LK/(L十l)K(1.吋 )/1.n K(l-Gi)/Di (9 ) 
となる.各層のカタストロヒック障害確率，ゲートウ
ェイ生存確率とファンアウト数のそれぞれの幾何学平














N= {L.Hav/(L十1)(1.+1)/1.Dav} If (10) 













1) Pe口刀〉九 B.K. and Baghdadi， A. A.: Survey of 
Computer Communications Loop Networks， 








誌， Vo1. 29， No府 1，pp. 54-61 (1988). 








Fig.4 E百ectivenessof catastrophic failure prob-

























はp 計算機網ネットワーク・アーキテタチヤ s デジタ
ノレ通信システムおよびシステム性能評{簡などー
ストロヒック障害確率が最大平均実効端末数に与える
影響度は大きく，特lζカタロストロヒック障害確率が
小さいときは，最大平均実効端末数の改善度は著しく
良くなる. リングの多重度は大きな影響を与えない.
乙れに対して，I-Iav/ Davが大きいほど多i変化の影響は
大きい.
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平均実効端末数を信頼性の評価要因として，バイパ
ス機能をもっ集中型制御の多重多段リングシステムの
最適ファンアウト数を明らかにした.特lζ，最適ファ
ンアウト数はバイパス機能をもっ多重リングシステム
の結果3)と同じ結果を得た.さらに，段数が与えられ
たときの平均実効端末数の上限値を明らかにした.
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